様式第２号（第７条、第１１条、第１３条、第１９条関係）事前申請の場合


中小企業ライフライン強靭化支援補助金の事業計画書（変更事業計画書、事業実績報告書）

　１　補助対象経費及び実施内容、補助申請金額
	区　　分
	補助対象経費
（消費税を除く）
	実施内容

	区分：ア【空調設備】③に該当

区分：ウ【井戸設備】

	　　　765,500円

845,300円
	業務用エアコンの更新(3台)
「メーカー名・製品名、型番」
工場敷地内への井戸の新設

	合　計
	1,610,800円
	

	補助金交付申請金額
※　合計欄の１／２（１，０００円未満切捨て）・交付要領P.5「３ 補助事業」の区分ア～ウのどれに該当するか記載する。
・区分：アの場合、交付要領P.5の①～③のどれに該当するか記載する。
・③の場合、5%以上の省エネルギー効果を見込む根拠資料を別途提出する。（交付要領P.5参照）


※　上限２００万円
	805,000円
	



　２　事業実施期間
	開始(予定)年月日
	令和８年11月30日
	完了(予定)年月日
	令和８年12月31日


令和8年10月30日～令和8年2月28日までの期間であること
・完了（予定年月日）は、事業実施終了日は、（様式第１号）申請書の完了(予定)日と同日であること



　３　地域防災力向上に向けた取組み
	対象
	具体的な取組内容

	・水

・クーリングシェルター
	・災害発生時、井戸からくみ上げた水を生活用水として、市民へ提供するため、災害時協力井戸に登録する。
・クーリングシェルターとして応募し、熱中症特別警戒情報が発表された場合には、エアコンを更新した部屋を市民に開放する。


・対象には提供できるものを記載する。
・補助事業すべての取組を記載する。
（例）エアコン更新と井戸新設の２事業を申請する場合は、２事業それぞれの取組内容を記載する。


